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例
年
、
八
重
桜
満
開
の
時
期
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
て
い
る
「
大
井
第
一
さ
く
ら
ま
つ
り
」

で
す
が
、
今
回
、
昨
年
と
一
日
だ
け
早
い
四
月

十
一
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
重
桜

は
蕾
さ
え
見
せ
ず
、
代
わ
り
に
い
つ
も
は
散
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満
開
と
い

う
、
ま
さ
に
本
年
が
異
常
気
象
の
年
で
あ
る
事

を
強
く
心
に
刻
む
こ
と
と
な
っ
た
第
十
七
回
と

な
り
ま
し
た
。 

 

不
順
な
天
候
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、 

こ
の
一
日
だ
け
は
空
模
様
も
落
ち
着
き
、
過
し 

や
す
い
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
日
和
と
な
り
、
各 

町
会
の
模
擬
店
で
一
日
の
成
功
を
確
信
し
な
が 

ら
の
準
備
が
進
む
中
、
主
催
の
大
井
第
一
町
会 

連
合
会
に
よ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
、
今
回 

        

意
外
に
も
初
参
加
と
な
る
大
井
権
現
太
鼓
が
勇 

ま
し
く
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
益
々
祭
り
の
気 

分
を
高
め
ま
す
。 
 

そ
の
頃
に
は
共
催
の
青
少
年
対
策
大
井
第
一 

地
区
委
員
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
オ
ー
プ
ン
し
、 

午
前
十
一
時
を
期
し
て
各
町
会
自
慢
の
模
擬
店 

の
呼
び
込
み
が
始
ま
る
と
、
会
場
は
一
気
に
ヒ

ー
ト
ア
ッ
プ
、
一
部
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
、
結
果
来
場
者
は
昨
年
を
大
き

く
上
回
る
約
六
千
人
を
記
録
し
、
各
店
舗
二
百

円
以
上
の
購
入
に
つ
き
一
枚
配
布
さ
れ
る
お
楽

し
み
ク
ジ
も
、
昨
年
よ
り
三
百
枚
多
い
二
千
三

百
枚
が
配
布
さ
れ
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
初
め
て
、
品
川
区
地
域
活
動
課 

国
際
担
当
と
、
品
川
区
国
際
友
好
協
会
に
よ
る 

ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、
品
川
区
の
姉
妹
・
友
好 

都
市
で
あ
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市(

ア
メ
リ
カ)

、 

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市(

ス
イ
ス)

、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と
の
交
流
事
業
に
つ

い
て
、
パ
ネ
ル
や
ク
イ
ズ
を
通
し
て
紹
介
し
て

い
ま
し
た
。 

 

来
場
者
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
夢
を
語
っ
た
り
、 

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
名
物
の
ロ
ブ
ス
タ
ー
に
興
味
を 

引
か
れ
た
り
し
な
が
ら
、
親
子
や
友
達
同
士
の 

会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

  

今
後
、
美
味
し
く
楽
し
い
雰
囲
気
は
そ
の
ま

ま
に
、
地
域
活 

動
へ
の
認
識
と 

理
解
を
深
め
る 

た
め
の
、
情
報 

発
信
の
場
と
し 

て
も
、
新
た
な 

発
展
が
益
々
期 

待
さ
れ
る
、
さ 

く
ら
ま
つ
り
の 

一
日
で
し
た
。 

 
 
 
古紙を配合した紙を使用し

ています。 

第９２号 
発行連絡先 

大井第一地域センター

電話 3761－2000 



平成 22年 6月 21日 月曜日 

 - ２ - 

新
町
会
長
紹
介 

鮫
洲
仲
町
会 

小
堀 

壽
人
さ
ん 

昭
和
二
十
二
年
に
鮫
洲
駅
近

く
の
旧
東
海
道
沿
の
家
に
生
れ
育

ち
ま
し
た
。
生
れ
た
所
は
漁
師
町

で
、
海
苔
干
し
場
が
た
く
さ
ん
有

り
ま
し
た
。
幼
い
頃
は
入
江
で
よ

く
魚
釣
り
を
し
た
り
船
遊
び
も
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
漁
師
さ
ん

の
船
が
帰
っ
て
来
る
頃
桟
橋
に
行

く
と
沢
山
捕
れ
た
時
な
ど
魚
貝
類

を
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年

後
、
東
京
湾
の
埋
立
て
が
は
じ
ま

り
入
江
も
一
部
埋
立
ら
れ
ま
し
た
。 

現
在
埋
立
ら
れ
た
所
は
、
鮫
洲

公
園
と
野
球
場
と
な
り
、
漁
師
さ

ん
達
は
、
他
の
職
業
に
か
わ
り
商

店
が
増
え
ま
し
た
が
、
現
在
は
住

宅
に
変
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
永
年

に
渡
り
町
会
の
役
員
に
携
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
白
根
会
長
が

不
慮
の
怪
我
に
よ
り
会
長
職
を

辞
す
る
事
に
な
り
、
微
力
な
副
会

長
で
あ
っ
た
私
が
会
長
職
に
付

く
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。
町
内
会

に
は
沢
山
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
役
員
を
は
じ
め
皆
様
方
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
安
全
で
住
み

良
い
町
内
会
に
、
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

        

大
井
関
ヶ
原
町
会 

小
島 

昭
治
さ
ん 

 

昭
和
十
七
年
六
月
二
十
日
生
ま

れ
で
す
。 

 

出
身
は
南
品
川
で
五
十
年
前
に

現
在
の
住
所
に
移
住
。 

浅
間
台
小
学
校
・
東
海
中
学
校

を
卒
業
し
て
ほ
と
ん
ど
を
地
元
で

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。 

 

趣
味
は
絵
画
鑑
賞
と
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
筋
ト
レ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が

日
課
で
す
が
、球
技
は
苦
手
で
す
。 

 
現
役
時
代
三
十
八
年
間
の
内
二

十
三
年
間
は
単
身
赴
任
だ
っ
た
為
、

な
か
な
か
家
（
家
族
）
に
奉
仕
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
間
町

内
の
人
た
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
そ

の
お
礼
に
報
い
る
為
に
少
し
な
が

ら
町
内
の
仕
事
の
手
伝
い
を
し
よ

う
と
考
え
、
軽
い
気
持
ち
で
入
っ

た
の
が
運
の
ツ
キ
で
今
は
反
省
す

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

 

ど
こ
の
町
会
で
も
聞
く
こ
と
で

す
が
、
な
か
な
か
町
会
に
入
会
し

て
く
れ
る
人
が
な
く
、
特
に
若
い

方
の
参
加
が
少
な
い
の
で
、
町
会

の
中
で
一
生
懸
命
動
い
て
い
る
人

達
も
高
齢
化
が
進
み
こ
の
ま
ま
行

く
と
町
会
そ
の
も
の
が
自
然
消
滅

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。 

 

み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
活
気
溢

れ
る
町
会
に
な
る
よ
う
に
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 
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美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を 

実
施
し
ま
し
た 

 

今
年
の
美
化
推
進
当
番
町
会
は
、

大
井
関
ヶ
原
町
会
と
大
井
寺
下
町

会
で
六
月
六
日
・
日
曜
日
に
、
美

化
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
両
町
会

員
は
各
集
合
地
点
か
ら
、
道
路
や

植
込
み
な
ど
を
清
掃
し
な
が
ら
、

式
典
会
場
に
向
い
ま
し
た
。 

 

午
前
十
一
時
か
ら
来
賓
や
各
町

会
長
の
参
列
を
頂
き
、ご
挨
拶
と
、

美
化
活
動
計
画
の
発
表
が
あ
り
、

地
域
の
生
活
環
境
美
化
の
為
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

         

参
議
院
議
員
選
挙 

投
票
日
七
月
十
一
日
（
日
）
予
定 

当
日
投
票
に
行
け
な
い
有
権

者
の
た
め
に
、
期
日
前
投
票
が
投

票
日
の
一
週
間
前
の
日
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
の
午
前
八
時
半
〜
午

後
八
時
、
大
井
第
一
地
域
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
す
。 

自
分
の
大
切
な
一
票
で
す
。
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

国
勢
調
査 

 

本
年
度
は
、
五
年
に
一
度
の
国

勢
調
査
の
実
施
年
度
で
す
。 

人
口
・
世
帯
数
・
性
別
・
年
齢
・

職
業
・
家
族
構
成
・
住
居
状
況
等

の
調
査
項
目
に
よ
り
、
日
本
の
国

民
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
る
調
査

で
す
。 

少
子
高
齢
化
や
晩
婚
化
が
話

題
と
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
こ

の
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
今
後
の

日
本
の
明
る
い
将
来
展
望
が
開
け

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

小
・
中
学
校 

校
長
・
副
校
長
先
生
紹
介 

・
鮫
浜
小
学
校 

校 

長 
 

加
藤

か
と
う 

敏
さ
と
し 

☆ 

副
校
長 

 

鈴
木

す
ず
き 

政ま
さ

良よ
し 

・
立
会
小
学
校 

校 

長 
 

星
野

ほ

し

の 

豊ゆ
た
か 

副
校
長 

 

粟
飯
原

あ
い
は
ら 

誠
ま
こ
と 

・
浜
川
小
学
校 

校 

長 
 

矢
田

や

た 

雅ま
さ

久ひ
さ 

☆ 

副
校
長 

 

黒
田

く
ろ
だ 

佳よ
し

昌ま
さ 

 

・
鈴
ヶ
森
小
学
校 

校 

長 
 

太
田

お
お
た 

裕
子

ゆ
う
こ 

☆ 

副
校
長 

 

中
田

な
か
た 

誠
ま
こ
と 

・
浜
川
中
学
校 

校 

長 
 

米よ
ね

塚づ
か 

裕ひ
ろ

貴き 

☆ 
副
校
長 

 

西
村

に
し
む
ら 

均
ひ
と
し 

☆ 
・
鈴
ヶ
森
中
学
校 

校 

長 
 

山
口

や
ま
ぐ
ち 

久ひ
さ

憲の
り 

副
校
長 

 

小
宮
山

こ
み
や
ま 

琢
磨

た
く
ま 

☆ 

小
・
中
学
校 

卒
業
生
・
新
入
生
数 

小

学

校 

・
鮫
浜
小
学
校 

卒
業
生 

 

二
十
一
名 

新
入
生 

 

十
八
名 

・
立
会
小
学
校 

卒
業
生 

 

八
十
五
名 

新
入
生 

 

百
七
名 

・
浜
川
小
学
校 

卒
業
生 

 

八
十
一
名 

新
入
生 

 

四
十
五
名 

・
鈴
ヶ
森
小
学
校 

卒
業
生 

 

九
十
二
名 

 

新
入
生 

 

八
十
一
名 

中

学

校 

・
浜
川
中
学
校 

卒
業
生 

 

百
一
名 

新
入
生 

 

六
十
七
名 

・
鈴
ヶ
森
中
学
校 

卒
業
生 

 

百
九
名 

新
入
生 

 

百
九
名 

 

敬称略、☆は新任 
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大森駅前住宅自治会

☆中村　晃 ☆大山　登規子（会長代行）
☆菅野 鴻三 ☆小島　昭治

◇梅谷 ひろ子 忍田 茂生 田﨑 博
成田 守孝 （南大井5-13～22） 中澤 和夫 岡田 洋子 海老澤 雅英 小川 せき子 杉山 美弘 小林 伸作
河西 豊 ◇濱野 敬子 幸田 正信 小島　昭治 児玉　俊也
鈴木 美惠 （南大井5-23～27） ◇長野 弘 （東大井6-1～10） ◇田尻 成樹 （東大井5-1～10）

（南大井6-1～4） ◇森谷 寿美子 （南大井5-10～12） ◇古谷 久惠 （東大井6-11～16） ◇川村 優美子 （東大井5-11～22）
◇鈴木 しおり ◇山田 恭子 （東大井6-17） ◇土屋 定子 （東大井5-23～26）

◇鈴木 しおり （南大井6-5～14） （南大井4-1）
（南大井6-15～17） （南大井5-1～9）
（南大井6-19～28）

髙橋 慎司 伊藤 行雄
☆佐藤 妙子 ☆髙林 正敏 ☆林　和也 山下 千代子 立会小PTA 宍戸 祥子

<

中澤 光郎 中谷 克彦 ◇市川 喜久江
 小林 幾惠　 大面 美子 一木 眞理 岩田 髙光 角田 裕美 遠藤 晴夫 （東大井4-1,10～15）
 吉村 義之  鈴ヶ森小PTA 大木本 政治 小泉 日登美 吉澤 朝行
 松本 吉弘 森泉　美穂 ◇重野 清悦 ◇岩田 美香子 ☆小林　禮吾（会長代行）

（南大井1-1～2、12） （東大井3-19～24,29） ◇山下 千代子 秋山 マチ子
（南大井4-2～8） 浜川小PTA ◇前田 美和子 浜川中PTA （東大井3-1～5）

◇石原 忠 林　俊成 （東大井2-21～23） 中澤　光郎 ◇片山 布美子 >

（南大井1-13） （東大井3-17～18,25～28) ◇峰田 喜代子
（南大井4-16） ◇川村 治 （東大井4-2～9）

（東大井3-8～13）
第 　一　　京 　浜 　国 　道

※ ※

鮫浜小PTA
◇鈴木 喜久子 ☆藤平 常 吉岡　秀晃

鈴ヶ森中PTA （南大井2-1～10） 鮫洲仲町会
竹村 真弓 ◇森井 洋子 光野 賢 ☆布川 定 ☆齊藤 勇

（南大井3-1～6） 海老原 美紀枝 ☆小堀　壽人 ☆志村　愛雄
（南大井4-16～20） 梅沢 まゆみ 川口 武久 森 智惠子
◇有馬 紀久 渡部　雅行 井上 護 殿塚 明子 横田 峯作 遠田 道子
（南大井3-7～14） 森川 智子 竹内 洋子 藤代 明子 山元 敬子

◇黑　　浩子　 ◇齊藤 康江 菊地 文枝
（南大井１-３～11） ◇野口 清彦 （東大井2-13～19） ◇永留 ミサコ

し　な　が　わ　区　　民　　公　　園 ◇石原　忠 (東大井2-20，24～28） ◇岡 裕子 (東大井1-1～4,15）
（南大井1-14～22） 東大井 （東大井1-16～25）

区民集会所
◇主任児童委員◇
（北　　規子･須山　多喜子）

鮫洲曙町会 ☆懸田 幹夫
（紙面の都合により ☆岡　賢二 ◇岡 裕子
 町会区域を 栗原 百合子 内山 日登美 吉田 隆二 （東大井1-9～14）
 簡略にしました） 岡 賢二 ◇宮入 節子 （勝島１ 全域） 望月 伸一郎 ◇永留 ミサコ

中沢　孝幸 ◇久保杉 利明 （勝島２ 全域） 近藤 京子 (東大井1-4～8,15）

（　）内は民生委員

の担当地域であり

町会の区分と一致

平　成　22　年　度

※
☆
は
町
会
長
･
◇
は
民
生
委
員
を

無
印
は
地
区
委
員
を
表
し
て
い
ま
す

民
生
委
員
は
児
童
委
員
･
高
齢
者

相
談
員
も
兼
ね
て
い
ま
す

民
生
委
員
は
身
近
な
相
談
役
で
す

☆大島　源太郎

加治 篤雄

大井元芝町会

地
 
区
 
委
 
員
 
･
民
 
生
 
委
 
員
 
名
 
簿
 
地
 
図

水野 松雄

大
 
井
 
第
 
一
 
地
 
区
 
管
 
内
 
 
町
 
会
 
長

大井水神町会 大井寺下町会

☆山下　克己

大井関ヶ原町会

JR大井町駅

☆伊藤 行雄

大
井
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー

鮫洲北町会
北浜川東町会

鮫洲南町会

北浜川西町会

（東大井2-1～12）

矢部 富美子
友澤 美香

☆松本 英男

勝 島 運 河

◇左川 辰彦

◇山崎　郷子

大井競馬場 　　

立会川駅

北浜川仲町会

勝島町会

鈴ヶ森町会 南大井第四町会

鈴ヶ森町会 大井南浜町会

（南大井6-18-1）

JR大森駅

◇小野 悦子

大井坂下町会

☆浅野 豊

佐藤 茂
照井 英里子

大井海岸町会

山田 睦子

（東大井3-6～7,14～16）

◇髙野 益代

武村 克美 高田　修
◇松尾 光惠伊藤 泰子

☆友野 欽市

（南大井6-18-2）

（南大井2-11）

水
族
館

（南大井2-12）

（南大井3-21～35）

大井海岸町会

（南大井3-15～20）

鮫洲駅

大井立会町会

東大井月見台町会

東大井林町会

町
会
・
敬
称
略

氏名･敬称略

しない場合があり

　ます

し
な
が
わ

大森海岸駅

左川 優子

◇神原 正子

平成２２年6月1日現在 ‐５‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐４‐ 　　　　　　
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子
供
の
力 

 
 
 
 
 

鮫
洲
曙
町
会
か
ら 

        

昨
年
の
暮
、
恒
例
の
夜
回
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
比
較
的
天
候
に
恵
ま

れ
、
そ
れ
な
り
の
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
参
加

者
が
集
ま
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
心
配

が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
出

発
直
前
に
な
る
と
、
お
母
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
た
子
供
達
が
、
次
か
ら

次
と
集
ま
っ
て
き
て
、
テ
ン
ト
の

前
は
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
幼
稚
園
状
態
で
、
例

年
に
は
な
い
光
景
が
出
現
し
ま
し

た
。 

天
真
爛
漫
な
子
供
の
前
に
は
、

思
わ
ず
笑
顔
を
隠
せ
ず
、
参
加
し

た
大
人
達
は
、
み
ん
な
が
恵
比
寿

顔
状
態
で
し
た
。 

 

多
く
の
子
供
は
、「
ひ
の
よ
ー
じ

ん
」「
マ
ッ
チ
い
っ
ぽ
ん
か
じ
の
も

と
」
と
大
き
な
声
で
叫
ん
で
、
町

内
を
一
周
し
、
最
後
に
は
、
本
来

の
目
的
で
あ
ろ
う
（
？
）
お
で
ん

を
食
べ
、
お
母
さ
ん
に
手
を
引
っ

張
ら
れ
て
、家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
、
賑
や
か
な
二

時
間
で
し
た
。 

町
内
行
事
に
、
子
供
達
が
大
勢

参
加
す
る
と
、
大
い
に
活
気
づ
く

し
、
大
人
達
も
活
力
を
も
ら
え
る

気
が
し
ま
す
。 

こ
の
子
供
達
が
、
健
や
か
に
育

つ
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
安
全
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

地
道
で
も
、
日
々
の
町
会
活
動
を

続
け
て
行
こ
う
と
、
誓
い
合
い
ま

し
た
。 

意
識
高
ま
る
エ
コ
ロ
ジ
ー 

東
大
井
月
見
台
町
会
か
ら  

 

暑
い
く
ら
い
の
陽
気
に
恵
ま
れ

た
今
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
。  

  

月
見
台
町
会
で
は
毎
年
ビ
ー
ル

や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
飲
料
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。  

  

ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
は
あ
っ
と
い

う
間
に
完
売
。  

  

心
配
し
て
い
た
ビ
ー
ル
も
ほ
ど

な
く
売
り
切
れ
て
い
き
ま
し
た
。  

 

今
年
は
、「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
意

識
し
た
来
場
者
の
方
が
目
立
ち
ま

し
た
。  

 

用
意
し
た
手
提
げ
袋
も
ほ
と
ん

ど
の
方
が
「
不
要
で
す
」
と
持
参

の
エ
コ
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
持
ち
帰

っ
て
い
ま
し
た
。  

 
飲
み
終
わ
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
キ
ャ
ッ
プ
を
「
回
収
し
て
ま
す

か
？
」
と
聞
い
て
く
る
子
ど
も
た

ち
も
い
ま
し
た
。  

 

エ
コ
や
ロ
ハ
ス
を
テ
ー
マ
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
マ
イ
バ
ッ

グ
・
マ
イ
箸
の
持
参
を
呼
び
か
け

る
こ
と
も
多
い
昨
今
。 

抽
選
会
の

賞
品
に
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の 

「
み

ど
り
の
夢
23
」
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
を
採
用
し
た
り
、 

不
用
品
の

バ
ザ
ー
が
人
気
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
模
擬
店
で
も
意
識
し
て
い
け

れ
ば
い
い
な
ぁ
と
感
じ
た
一
日
で

し
た
。 

＊ 

― 

＊ 

― 

＊ 

― 

＊ 

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！ 

 
 
 
 
 

生
活
安
全
ニ
ュ
ー
ス 

         

品　川　区

オレオレ！
お金を送って      

○○がお金を

取りに行くから      

暗証番号を
教えて      
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初
め
て
の
お
仕
事 

大
井
海
岸
町
会
か
ら 

 

今
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
で
は
初

め
て
レ
ジ
係
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ

又
桜
の
花
び
ら
も
優
し
く
舞
う
中
、

大
勢
の
お
客
様
が
来
て
下
さ
り
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

私
達
の
町
会
で
は
毎
年
大
好
評

の
青
年
部
の
自
慢
の
『
海
岸
ラ
ー

メ
ン
』
と
婦
人
部
・
地
域
委
員
さ

ん
の
協
力
の
下
の『
み
そ
お
で
ん
』

を
販
売
致
し
ま
し
た
。
私
は
今
回

海
岸
ラ
ー
メ
ン
の
レ
ジ
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
一
杯
二
〇
〇
円

と
分
か
り
や
す
い
値
段
で
あ
っ
た

も
の
の
、
お
つ
り
の
ま
ち
が
い
な

ど
無
い
様
に
と
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
だ
一
日
で
し
た
。
小
さ
な
お

子
様
に
は
、「
や
け
ど
を
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
ね
」
と
声
か
け

を
し
ま
し
た
。 

 

お
昼
頃
に
は
早
々
に
完
売
と
な

り
皆
で
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し

た
。
色
々
な
お
仕
事
を
経
験
さ
せ

て
頂
け
る
さ
く
ら
ま
つ
り
で
す
が
、

来
年
は
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か

と
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 

い
つ
も
思
う
の
で
す
が
こ
の

さ
く
ら
ま
つ
り
は
お
客
様
に
も
私

た
ち
に
も
思
い
出
と
な
る
一
日
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。 

 

実
行
委
員
の
方
、
区
職
員
の
方

準
備
か
ら
終
了
ま
で
お
世
話
に
な

り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

東
京
タ
ワ
ー
・
帝
釈
天
と 

桜
づ
く
し
の
バ
ス
ハ
イ
ク 

北
浜
川
西
町
会
か
ら  

 

西
町
会
で
は
長
寿
会
と
一
緒
に

三
月
二
十
九
日(

月)

に
バ
ス
ハ

イ
ク
を
し
ま
し
た
。 

 

東
京
タ
ワ
ー
と
帝
釈
天
を
見
物

し
、
お
台
場
で
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ

ッ
ジ
を
眺
め
な
が
ら
の
中
華
バ
イ

キ
ン
グ
の
昼
食
、
桜
の
名
所
の
幡

磨
坂
や
千
鳥
ヶ
淵
、
靖
国
神
社
の

参
拝
、
車
窓
か
ら
見
る
迎
賓
館
と

い
う
ガ
イ
ド
付
き
の
大
変
欲
張
り

で
、
と
て
も
個
人
で
は
廻
り
き
れ

な
い
一
日
旅
で
し
た
。 

只
、
例
年
な
ら
開
花
宣
言
か
ら

十
日
位
で
満
開
の
は
ず
の
桜
が
、

今
年
は
急
な
寒
さ
ゆ
え
の
足
踏
み

を
し
て
三
〜
五
分
咲
き
で
し
た
。

三
月
二
十
日
の
開
花
宣
言
時
に
は

狙
い
通
り
と
喜
ん
で
ま
し
た
の
で
、

少
し
残
念
な
気
が
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
東
京
タ
ワ
ー
が
長
い

間
、
日
本
一
の
高
さ
を
誇
っ
た
そ

の
座
を
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
譲
っ
た

時
刻
に
、
私
達
西
町
会
が
丁
度
見

物
中
だ
っ
た
こ
と
は
、
思
い
出
に

残
る
印
象
深
い
ニ
ュ
ー
ス
で
も
あ

り
ま
し
た
。
和
気
藹
々
と
過
ご
し

た
バ
ス
を
、
四
時
頃
降
り
て
解
散

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
号
の
出
る
頃
、
西
町
会
は

龍
馬
の
街
の
歴
史
探
訪
を
し
て
お

り
ま
す
。
近
頃
の
龍
馬
ブ
ー
ム
で

西
町
会
は
、
土
佐
藩
下
屋
敷
跡
に

そ
の
殆
ど
が
ス
ッ
ポ
リ
と
入
る
為
、

地
図
を
片
手
の
観
光
客
に
訊
ね
ら

れ
て
も
、
地
元
に
住
み
な
が
ら
明

確
に
案
内
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、

勉
強
を
兼
ね
て
、
わ
が
街
探
訪
を

企
画
し
ま
し
た
。山
内
容
堂
の
墓
、

仙
台
藩
下
屋
敷
等
を
、
町
内
の
懇

親
を
深
め
な
が
ら
歩
き
ま
す
。 
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癒
し
の
緑
道 

大
井
関
ヶ
原
町
会
か
ら 

  

大
井
町
駅
か
ら
東
芝
病
院
に
向

か
っ
て
行
く
道
に
緑
豊
か
な
緑
道
、

「
立
会
道
路
」
が
あ
り
ま
す
。 

近
年
、
大
井
町
駅
付
近
も
都
市

開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

緑
道
を
歩
い
て
い
る
時
は
そ
ん
な

事
も
忘
れ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
自
然

に
囲
ま
れ
て
気
持
ち
良
く
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

緑
道
の
両
脇
に
は
、
四
季
色
と

り
ど
り
の
植
物
が
き
れ
い
に
咲
き
、

春
に
は
緑
道
全
体
が
ピ
ン
ク
一
色

と
な
り
桜
並
木
の
道
と
な
り
ま
す
。 

お
花
見
の
有
名
ス
ポ
ッ
ト
は

こ
の
周
辺
に
も
数
々
あ
り
ま
す
が
、

実
は
こ
ん
な
に
近
く
に
も
絶
好
の

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

毎
年
、
地
元
で
こ
ん
な
に
き
れ

い
な
桜
を
眺
め
な
が
ら
散
歩
で
き

る
な
ん
て
最
高
の
幸
せ
で
す
ね
。 

緑
道
の
途
中
に
あ
る
「
関
ヶ
原

公
園
」
を
中
心
に
約
二
万
坪
の
敷

地
は
昔
、
薩
摩
藩
島
津
家
の
抱
屋

敷
で
し
た
。
今
は
公
園
に
跡
地
と

い
う
看
板
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で

す
が
、
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
歩
く

の
も
ま
た
良
い
で
す
。 

町
会
の
皆
で
の
美
化
活
動
も

こ
の
緑
道
の
清
掃
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
会
の
皆
様
を
中
心

に
協
力
し
合
っ
て
い
つ
ま
で
も
美

し
い
癒
し
の
緑
道
を
こ
れ
か
ら
も

作
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 
《
地
区
委
員
会
事
業
よ
り
》 

<

こ
ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル> 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
時 

七
月
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

 
 
 
 

 

場
所 

南
大
井
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

 

内
容 

模
擬
店
・
ゲ
ー
ム
等 
 

詳
細
は
各
町
会
の
回
覧
板
及
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

掲
示
板
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
区
委
員
で
は
近
隣
中
学
校
、 

 
 
 
 
 
 
 

 

警
察
等
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京
急
立
会
川
駅
周
辺
（
高
架
下
・ 

勝
島
運
河
）
を
中
心
に
、
地
域
の 

子
供
達
を
見
守
り
、
生
活
環
境
を 

保
全
す
る
事
を
目
的
と
す
る
夜
間 

パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
毎
月
一
回
実
施 

し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

編 

集 

後 

記 
 
 
 

仮
称
地
域
ニ
ュ
ー
ス
創
刊
号

が
「
第
二
十
回
連
合
運
動
会
・
特

集
号
」と
し
て
発
行
さ
れ
た
の
は
、 

昭
和
六
十
二
年
九
月
十
日
の
こ
と

で
す
。
こ
の
紙
面
の
名
称
を
募
集

し
、
応
募
三
十
三
件
の
中
か
ら
、 

南
大
井
一
丁
目
在
住
、
梅
沢
圭
道 

様
の
「
大
井
第
一
・
マ
イ
タ
ウ
ン

23
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

名
称
の
大
井
第
一
と
は
、
品
川

区
は
十
三
の
地
域
セ
ン
タ
ー
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
又
マ
イ
タ
ウ
ン

21
は
我
が
町
の
町
会
・
自
治
会
の

数
で
、
大
井
第
一
町
会
連
合
会
の

組
織
母
体
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

 

発
刊
以
来
二
十
四
年
目
を
迎
え

四
月
か
ら
新
た
な
編
集
委
員
が
各

町
会
自
治
会
か
ら
選
出
さ
れ
て
、 

二
年
間
地
域
の
紹
介
記
事
や
情
報

を
提
供
す
べ
く
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。（
編
集
員
一
同
）


